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行
政
相
談
出
前
教
室
を
開
催

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

第
27
回
横
浜
解
放
ま
つ
り

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
１
月
２３
日
、
佐
賀
町
民
館
で
第
２７
回

横
浜
解
放
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
解
放
運
動
の
熱

と
光
を
未
来
に
」
。
記
念
講
演
に
解
放

社
会
学
研
究
所
所
長
・
江
嶋
修
作
さ
ん
、

部
落
解
放
運
動
鳥
取
県
連
女
性
部
長
・

坂
田
か
お
り
さ
ん
、
横
浜
解
放
ま
つ
り

実
行
委
員
長
を
務
め
る
佐
賀
児
童
館
の

指
導
員
・
川
闢
健
太
郎
さ
ん
の
３
人
で

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー

マ
は「
部
落
差
別
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」

で
、
地
元
の
川
闢
さ
ん
が
、
今
の
現
状

や
課
題
点
な
ど
を
挙
げ
、
３
人
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
は
佐
賀
保
育
所
の
園
児
に

よ
る
歌
と
太
鼓
の
発
表
や
、
子
ど
も
会

に
よ
る
発
表（
作
文
、
劇
な
ど
）、
Ｓ
Ｉ

Ｎ
―
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
和
太
鼓
演
奏
、

ル
ア
ナ
と
愉

快
な
仲
間
た

ち
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で

来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し

た
。

　
２
月
６
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
２
０
１
６
大
方
人
権
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
手
と
手
と
手
　

つ
な
い
で
み
よ
う
　
そ
の
思
い
」
。
午

前
中
は
、
大
方
地
域
の
小
中
学
生
に
よ

る
人
権
作
文
の
発
表
、
大
方
中
央
保
育

所
ぞ
う
組
の
歌
と
ダ
ン
ス
、
子
ど
も
会

の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
記
念
講
演
は
宮
崎
保
さ

ん
の
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
「
ち
ょ
っ

と
心
を
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
。
宮

崎
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
歌
と
、
今
ま

で
の
自
分
の
経
験
や
、
部
落
差
別
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
１
時
間
半
の
記
念
講
演
で
し

た
が
宮
崎
さ
ん
は
「
と
て
も
心
に
残
る

人
権
ま
つ
り
だ
っ
た
。
ま
だ
話
し
た
い

こ
と
は
半
分
く
ら
い
し
か
話
せ
て
な
い

の
で
、
ま
た
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し

た
。

　
１
月
２９
日
、
伊
与
喜
小
学
校
で
県
内

で
約
１２
年
ぶ
り
と
な
る
行
政
相
談
出
前

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
高
知
行
政
評
価
事
務
所
か
ら

久
米
伸
介
さ
ん
と
、
黒
潮
町
担
当
行
政

相
談
委
員
の
山
下
恵
美
子
さ
ん
・
曽
根

省
子
さ
ん
を
招
き
、
伊
与
喜
小
学
校
５
・

６
年
生
５
人
が
行
政
出
前
教
室
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
総
務
省
の
行
政
相
談
制
度

や
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
、
児
童
か
ら
行
政
に
対
す
る
事
前
に

考
え
た
要
望
を
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
通
学
路
の
整
備
や
学
校
の
遊

具
の
修
繕
、
公
園
の
設
置
な
ど
、
日
々

の
生
活
の
中
で
の
行
政
へ
の
要
望
を
伝

え
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
の
方
は
、
子
ど
も
た

ち
の
要
望
を
行
政
の
担
当
者
に
伝
え
、

後
日
、
伝

え
て
か
ら

ど
う
な
っ

た
か
を
報

告
す
る
と

の
事
で
す
。

　
黒
潮
町
福
祉
避
難
所
協
議
会
が
、
１

月
３０
日
、
か
し
ま
荘
に
て
福
祉
避
難
所

の
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
祉
避
難
所
と
は
、
一
般
の
避
難
所

で
は
生
活
に
支
障
が
あ
る
方
を
対
象
に

特
別
な
配
慮
が
さ
れ
た
避
難
所
で
す
。

黒
潮
町
で
は
、
か
し
ま
荘
の
ほ
か
６
つ

の
福
祉
事
業
所
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　
訓
練
に
は
、
福
祉
事
業
所
、
行
政
、

社
協
の
職
員
の
ほ
か
、
区
長
会
、
民
生

委
員
や
浜
町
、
白
浜
地
区
住
民
な
ど
１

１
９
人
が
参
加
し
、
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
避
難
所
の
開
設
か

ら
避
難
者
の
受
入
、
避
難
所
の
閉
鎖
ま

で
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
じ
ら
の
皆
さ
ん

に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も
実
施
し
、お

む
す
び
の
試
食
の
後
、
全
員
で
訓
練
の

振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮崎さんによる、あたたかい歌声と
来場者の手拍子で会場が包まれま
した。タンバリンを町職員、泉彩里
さんがお手伝いしました。

２
０
１
６
大
方
人
権
ま
つ
り

避難者に体調など聞き取りをし、
必要な物などを準備します。

シ

ン

ナ

ブ

ラ


